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脊椎動物のゲノム多様性を俯瞰して：
コールドスポットの先に見えてきたもの
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我々ヒトの基本的な生理や形態の特徴の多くは約５億年前の脊椎動物の進化の黎明期に獲得

されたと考えられる。生命科学の知識の大半は、ヒトや伝統的な実験動物における尊い研究の
歴史が生みだしたものであるが、脊椎動物全体の多様性のうえでは、それらの生物種はごく一
部の系統に属しているに過ぎない。脊椎動物黎明期のゲノム構成を推測したり、ヒトの系統へ至
るその後の変遷をつぶさに辿るにあたって、これまでの分子系統学の知見や近年の多様な種に
ついてのゲノム配列情報の蓄積が多大な役割を果たしてきた。私の研究室では、さらに偏りの
少ない比較に基づく進化過程の再構築を実現すべく、DNA配列情報の乏しい「コールドスポット」
を埋めようと、これまで円口類や爬虫類を扱い、近年では軟骨魚類（サメ・エイ・ギンザメ類）に注
力している。傍らで、メダカやウズラなどの日本ゆかりの実験動物に加えて短命魚アフリカンター
コイズキリフィッシュの情報整備も手掛けている。本発表では、多様な脊椎動物のゲノム構造の
多様性を俯瞰しながら、ゲノム構築パターンと遺伝子セットについてどういった種間差異が顕わ

になったのかを紹介し、それらの差異が細胞から個体レベルの表現型の違いにどう繋がりうる
かについて議論する。「変化しやすさ」のゲノム内の偏りやゲノムサイズの変化がもたらす効果
について、分野を超えた議論に向けた何らかのインスピレーションに繋がれば幸いである。
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